
この連載 についての ご感

想や意見、情報をお寄せ く

だ さ t 。ヽ 〒 460 8511 =畜モ章

屋 市 中 区 三 の 丸 1-6 -

1、 中 国新聞経済部。フ ア
をアラく==052 (221) 0913。 E

メーール =keizai@chunich

l・CO」p

最初に発明 した、は しの補助具で豆腐をつま
むカロ藤さん。このアイデアはメーカーを通 じ
て製品化されている=愛 知県額田町の工房で

障書者の就業 厚 生労働省によると、日
!や黎夢控宅夢客博皆著敷↓まい鈍年説奮を、遠

・

歳以上が293万 3000人 、18歳以下が 8万 160
0メ的 18病最上共」LIDう ち、 30.1%に 当当ブこえ384

万5000人が就業 している。同省職業安定局

が昨年11月に発表した 「身体障害者及び知
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的障害者の雇用状況」によると、民間企業
ヤ ー
(驚用労働善輿五用丈勘嘉が !あ幸毒 ―

用率は1.49%で 、法定雇用率 (1.8%)を

下回る企業の割合は全体の55,7%。 長引く

不況で中小を中心に採用を手控えているこ

とも大 きい。
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